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榊原温泉 田んぼアート2025
看護師⾧ 奥田 二三子 ／ 林 友美

救護班として、看護師２名参加しました。

当日の気温は2１℃、晴れ、風が強く体感温度はやや肌寒かったです。
今年の田んぼアートは、榊原小学校６年生の児童が、榊原から見える風車と

温泉をデザインしたものでした。主催者によると参加者は約200名とのことです。

苗の種は、青森県から取り寄せているものもあるようで、デザインから起こした
図案に沿って４色の苗を植えていました。
家族での参加が多いようで、子供たちは泥まみれになり元気いっぱいでした。

救護班としては、２名の方の擦り傷の処置を行いました。処置後も田植えを継続されていました。

主催者から田んぼアート（みんなで植えた苗）の見ごろは、
６月下旬から７月上旬とアナウンスがありました。
榊原病院から稲葉園に向かう途中に、田んぼアートが

見えるポイントがあります。
田植えをした田んぼから、風車と温泉のデザインが

浮かび上がるのが楽しみです。

蛍灯－ほたるび－
看護師⾧ 鈴木 啓介 ／ 服部 早織

病院近隣で行われた蛍灯―ほたるび―の初日に開かれたナイトマルシェに救護担当
として参加させていただきました。

日が暮れるにしたがって来場者の数も徐々に増え、マルシェにはイルミネーション
も飾られ、人と光、そしておいしい食べ物でとても賑やかになっていきました。

蛍に関しては、当日は少し風が強く例年よりも少なめとのことでしたがポツポツと
煌めく様子がとても幻想的で、人の手が入っていない自然だからこその景色と感じ、
地域のすばらしさを実感いたしました。見物にみえた方々との交流の機会にもなり、
貴重な体験をさせていただきました。

ありがとうございました。

職員が地域の昼・夜のイベントへ参加し
てきましたのでご紹介します(＾＾♪



やっと、暖かくなりましたね。

6月は梅雨で湿度が上昇するとともに気温もぐんぐん上
がっていく時期です。
ウォーキング・筋トレ・入浴時に湯船につかるなど、汗

をかくことで本格的な夏を迎える前に、暑さに体を慣れさ
せましょう。

また、熱中症予防には水分補給が不可欠です。
1日飲む水分量は約1.5Ｌが目安になります。のどが渇い

たと感じたときは、既に体が脱水状態となっています。の
どが渇いていなくても「こまめに」水分補給をする習慣を
つけましょう。

また、汗を沢山かいたときは塩分（ナト
リウム）を含んだ飲み物（スポーツ飲料な
ど）が効果的です。
ただし、糖分を含むものが多いため、飲

みすぎには注意しましょう。
日頃飲む水分は水かお茶がお勧めです。

デイ・ケア案内 栄養コラム

事務部⾧ 伊藤 啓之
はじめまして。令和７年４月に着任しました事務部⾧の伊藤と申します。

私は今回で３回目の三重県勤務となりますが、榊原の地を踏むのは初めてです。

皆さん同じようなこと言いますが、やっぱりこの地に来ての第１印象は、「なんて自然豊かな場所なんだろう」です。病院敷
地内、周辺の環境はもちろんのこと、毎日の通勤途中にも、穏やかな自然を目にし、耳に聞き、うまくは表現できませんが、な
んだか心洗われるような感覚になります。ずっとこの地にいると感じないのかもしれませんが、この環境で療養できることは、
患者様にとってもすばらしいのではないかと感じています。

また、既に地域のイベントにもいくつか顔を出させていただき、住民の方々と接する機会もありました。その際、地域の皆様
の暖かさに触れると共に、当院と榊原地区とのつながりが大変深いことを改めて実感しました。先人達が大切にしてきたこのつ
ながりを、これからも守っていけるよう努めていきたいと思います。

初めてづくしで、毎日が勉強のような日々を過ごしておりますが、榊原病院がこれからも発展し、より地域に必要とされる病
院になれるよう尽力して参りますので、よろしくお願いいたします。

看護部⾧ 安井 千枝
4月より看護部⾧に就任しました安井千枝です。ふと気がつけば、看護師人生30年以上となり、臨床での経験、学校での経験

がちょうど半々となりました。微力ではありますが、当院の使命を果たせるよう精一杯精進する所存でございます。

２０２３（令和５）年の「患者調査」に基づく厚労省の推計によれば、傷病分類別にみた入院患者数では、「精神及び行動の
障害」（21万３千人）が最多であり、他の疾患の入院患者数を大きく上回っています。精神疾患をかかえた人が増加傾向にある
現代社会のなかで、精神科看護のニーズは益々高まっています。私たち看護部は、常に患者さんに関心を持ち「こころに寄り添
い、こころを繋ぎ、こころを高める」看護を目指しています。

緑に囲まれた自然豊かな環境の中で、患者さん一人ひとりがその人らしさを取り戻していけるように、多職種と連携し、精神
科看護の専門的知識や技術を用いて、患者さんのこころを包み込み寄り添える看護部組織を育んでいきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。

水分補給をしっかりしましょう！

こちらはスイーツの時間に
作ったスコーンです。

メンバーが共同制作したカレンダーです。
みゃくみゃくとあじさい。


